
派遣留学体験報告書（オンライン留学）

参加年度（出発年度） 2020年度

オンライン留学先国 イギリス

オンライン留学先大学 ロンドン大学東洋・アフリカ研究学院

プログラム開始日 2020 年 9 月 21 日

プログラム終了日 2021 年 6 月 18 日

今回の留学にかかった費用 25,000円

留学の目的とその達成度合

留学の目的：１）専攻地域である日本についてより多角的な視点を得ること。　２）自分の持っている考え方の枠を

越えて、身の回りの物事を見つめ直すこと。　３）英語を使い、自身の考えを他の人にわかりやすく伝えられるよう

になること。





達成度合：１）４／５　２）３／５　留学中常に意識はしていましたが、授業のテーマによってはまだ努力の余地が

あるものもあります。　３）２／５　書く技能は少し上がった一方、以前より課題だった発話はむしろ下がったよう

に感じます。

留学を通して得たもの（スキル、経験）

・今回の留学では、リモートで海外にいる人とディスカッションを行ったため、ある意味多国籍企業のミーティング

のに通じる経験をしたと思います。


・時差を気にする習慣も今後海外と関わる上で役に立つスキルと言えるかもしれません。

留学先大学への支払い方法 -

履修した科目

Term 1


Academic Essay Writing (in-sessional course, 英語非母語話者の留学生向け)


Seminar Speaking Skills (in-sessional course, 英語非母語話者の留学生向け)


Anthropology and Film


Identity and Social Relations in Japanese


Japanese Cinema: A Critical Survey


Key Concepts in Cultural Theories





Term 2


Cool Japan: Manga, Anime, Sushi


Film Festival and Film Curating


History and Memory in East Asian Cultures


The Music Business

授業内容

ツール：Zoom（当初Microsoft Teamsを使っていましたが途中で変わりました）。授業は全て録画され、授業後に

Moodle上で見ることができます。


内容：講義とディスカッション、それぞれ１時間ずつのセットでした。

授業の開講時間および現地時間との時差 22:00~0:00, 1:00~3:00 (時差9h、サマータイム中は8h)

外大の授業との両立について
Term 2 終了後に外大の授業を４コマ履修。留学先大学の課題と両立できると思ったのですが、実際には負担が増え

すぎてしまいました。

授業内容やプログラム全体に対する感想
授業は対象の学年に関係なくどれもレベルが高かったです。予習はほぼ必須で、量も一回の量が多かったです（全１

０週）。

現地学生や他国からの留学生とのオンライ

ン交流について
日本語、日本文化、日本食、日本の遊び・サブカルチャーなどを紹介したり披露する機会があった

交流活動の具体的内容
隔週でJ400と呼ばれる日本語上級者向けのクラスで日本語ボランティアをしていました。週毎に決まったテーマにつ

いて現地の学生と日本語でディスカッションを行いました。

プログラムに対する満足度

（10段階：低１～高１０）
7

その他（参加前に準備すべきこと、直面し

た課題、全般的な感想）

・渡航の可否に関わらず、CAS（ビザの申請に必要）は早めに申請しておいた方がいいと思います。


・サマータイムに気づかず課題提出が締め切りに間に合わないというアクシデントがありました。


・プログラム全般としては、現地と日本、両学の教授や職員の方々のお力添えもあり、初のオンライン実施にも関わ

らずとてもスムーズでした。

今後の予定について教えてください。 派遣（交換）留学プログラム終了

「その他」を選択した場合、今後の具体的

な予定を記入してください。
-

今後オンライン留学する学生へのアドバイ

スなど

私自身悔いが残る点でもあるのですが、オンライン留学で実際の留学を再現しようとするより、オンライン留学でも

できることや渡航しないからこそできることを初めから目標に据えられたらよかったなと思います。


